
芦原中学校区学校再編に伴う小学校活用方針(案)に対する説明会における質疑応答 

 質問 回答

 地元区への説明はどのように考えているのか？ 今回の説明会とは別に、事前にそれぞれの地区（川辺地区、大里地

区、東部地区）の区長には説明をさせていただきました。

 この活用方針はこれで決定なのか？ 民間事業者の活用を検討していく上では、まずは方針を示す必要が

ありますので、方針として決定します。

 市場調査はコンサルに委託をすると思うが、全て任せてしまうよう

になるのか？

コンサルに委託はしますが、あくまでも主体は市であり、調査の支

援業務としてお願いをすることとしています。

 千曲小学校に集約する公共施設は地区の公民館のようなものを考

えているのか？

市が直接関わっている施設のうち、現地では他の施設と集約化して

改修ができない施設を中心に検討することとしています。

 川辺地区には公共施設がなく、住民の学校に対する想いは特別に強

いものと思っている。組織横断的な検討をして有効活用できるよう

にしてもらいたい。

地域振興も同時に考える必要があると思っており、地域の皆さんの

ご意見を聞きながら最終的な形にしていきたいと考えています。

 現状でも不登校が多くいる中で、そういう子どもたちの居場所とい

うことも考えて欲しい。

そのようなニーズもあることは、教育委員会とも共有します。

 体育館は社会体育としても活用されているので、その部分も検討と

して残してもらいたい。

教育委員会も含め、どのような形にしていくのが良いか検討をした

いと思います。

 今後市場調査やプロポーザルを進めていくとのことだが、どの程度

の規模でどのような事業者に声をかけていくのか？

コンサルへの委託を通じて、全国規模で幅広く声をかけていく予定

です。また、ヒアリングをした事業者へも周知します。

 スクールバスを使って通学する児童のことも考え、水明児童館は残

してもらいたい。

通学や児童館機能については、それぞれ検討している段階ですの

で、本日お聞きした意見として担当部署に伝えます。

 小学校の利活用を進めることで、どの程度の面積が削減できること

になるのか？

民間事業者による活用とした２校の面積を合わせると１万1,000㎡

くらい、そこに千曲小学校の１部を加えると、１万数千㎡程度が減

る計算となります。



＊内容については、要約して記載してあります。また、重複する意見については、ひとつにまとめています。

 小諸東中学校区の再編はどうなるのか？ 小諸東中学校の再編については、芦原中学校区の再編が終わった後

に取り組んでいくこととしています。現段階ではいくつかのパター

ンは示してありますが、具体的にはこれから検討を進めていくこと

となります。

 今現在、未利用資産というのはどの程度あるのか？ 大きいところでは旧消防署や旧芦原保育園、あとは例えば寅さん会

館などがあります。また、一部のみを民間事業者が使っているとい

う施設もありますので、将来的にはそういう施設も整理していく必

要があります。

 他の自治体では私立学校として活用している事例もある。 近隣では、学校法人が取得して私立の学校として活用されている事

例もあります。そのような可能性もあると思いますので、今の段階

ではあまり範囲を狭めずに、幅広に少し可能性を持ちながらどうい

った使い方が適しているのか検討していきたいと思っています。

 休日に子どもたちが集まれるような施設はどうか？ 公共施設としてだけでなく、民間事業者が活用する中でそういった

場を設けていただくなど、いろんな可能性はあると思います。

 地域の防災拠点として活用する場合は、公共施設として残さなけれ

ばいけないと思うがどうか？

まずは民間事業者に活用していただくことを考えながら、公共的な

機能が残せないかという点についても追求していきたいと考えて

います。

 ワークショップなど、これまでの経過についてはホームページなど

で公開されているのか？

今回の活用方針案を含め、ホームページに掲載しています。


